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～
八
十
代
の
百
二
人
が
絵

画
や
写
真
、
彫
刻
、
伊
勢

型
紙
な
ど
の
力
作
を

一
人

一
点
ず

つ
出
品
し
た
。

最
高
賞
の
市
長
賞
は
、

京
都
の
名
刹

。
高
台
寺
を

伊
勢
型
紙
で
細
部
ま
で
緻

密
に
表
現
し
た
、
浦

口
四

の
木
本
典
治
さ
ん
の
作
品

が
選
ば
れ
た
。

（
飯

田
竜
司
）

◇
他
の
主
な
入
賞
者
の
皆
さ

ん

一中
議
長
賞

中
村
斉

一

（御
園
町
新
開
）
▽
伊
勢
商
工

会
議
所
会
頭
賞
　
南
正

一
（神

久
４
）
▽
市
社
会
福
祉
協
議
会

長
賞
　
山
口
朝
夫

（小
俣
町
元

町
）
▽
市
老
連
会
長
賞
　
坂
本

と
み

（
黒
瀬
町
）

築

爾

り

鋼

【
鳥
羽
市
】
臨
時
会
を

開
会
。
弘
道
小
学
校
体
育

館
の
新
築
工
事
を
１
億
８

２
４
２
万
円
で
市
内
の
業

者
と
契
約
す
る
議
案
と
、

神
島
な
ど
市
内
３
カ
所
の

診
療
所
向
け
に
エ
ツ
ク
ス

線
撮
影
機
器
３
台
を
計
２

１
５
２
万
円
で
購
入
す
る

議
案
を
可
決
し
、
閉
会
し

た
。

田合での新生活心待ち

二
年
前
の
春
、
伊
勢
市
横

輪
町
を
訪
れ
た
の
が
き

っ
か

け
だ

っ
た
。
山
間
部
に
あ
る

集
落
を
彩
る
サ
ク
ラ
、
川
の

せ
せ
ら
ぎ
、
古
め
か
し
い
石

垣
―
。
日
本
の
原
風
景
の
よ

う
な
景
色
に
魅
せ
ら
れ
、
毎

週
末
、
足
を
運
ん
だ
。
親
し

く
な

っ
た
住
民
の
紹
介
で
、

築
百
年
以
上
の
空
き
民
家
を

借
り
、
改
装
し
て
住
む
こ
と

に
決
め
た
。

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
出
身
の
卜

の
イ
メ
ー
ジ
が
ぁ

っ
た
の
で

ン
プ
ソ
ン
さ
ん
は
、
横
輪
の

面
白
い
」
と
感
じ
た
。
尾
崎

第

一
印
象
を

「
日
本
は
都
会

さ
ん
は

「
畑
を
や

っ
た
り
庭

横
輪
町
の
古
民
家
に
転
居
ヘ

ジ
ェ
ー
ム
ズ
・ト
ン
プ
ソ
ン
さ
ん
分
）

尾
崎
綾
子
さ
ん
Ｃ
）夫
妻
伊
勢
市
大
世
古
４

虐

】

■

‖榊1制l

く

``/・

(ミ
)

一

舞ヽ
´

r~_´

ヘ

“
「

『

を
い
じ

っ
た
り
、
養
蜂
に
も

挑
戦
し
た
い
」
と
田
舎
暮
ら

し
に
期
待
を
膨
ら
ま
す
。

二
人
は
、
尾
崎
さ
ん
が
英

国
の
大
学
に
留
学
中
、
研
修

で
訪
れ
た

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で

知

り

合

い
、

六

年

前

に
結

婚
。
昨
年
か
ら
現
在
の
住
ま

い
で
あ
る
尾
崎
さ
ん
の
実
家

に
移
り
、
市
内
で
英
会
話
教

室
を
営
む
。
今
は
盆
明
け
の

引

っ
越
し
に
向
け
、
古
民
家

の
清
掃
で
大
忙
し
だ
。

人

口
百
人
足
ら
ず
と
過
疎

化
が
進
む
横
輪
で
は
、
若
い

二
人
が
や

っ
て
く
る
こ
と
が

既

に
町

内

の

う

わ

さ

に
。

「町
の
行
事
に
積
極
的
に
参

加
し
て
、
地
域
密
着
で
い
き

た
い
」
と
新
生
活
を
心
待
ち

に
し
て
い
る
。
（
渡
辺
大
地
）

ヽ
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自
■
葉
」
水
Ｅ
Ｉ

　

一
【
１
１
８
，
三

丸
】
調
査
中

〈
和

目
一０
　

皐
鶴

覇

鱚

帰
航
中
明
朝
勝
浦
に
入
る

【
安
市
丸
】

ナ
ギ
よ
く
調
査
中

〈尾鷲
〉
ギ【却魏峠咆
ナ

〈
一
二
木

浦

〉

　

漿

融
蝶
『
麻
彰
囃
納
』
計
碑
審
『
」
新
韓

操
【
判
帳
慈
内
申
怨
蝶
『
」
判
張
認
独
中

濠
軌

【
】
勅
岸
紳
丸
【
「
白
神
は
ほ
詢
〓
崚

明
日
売
り
予
定

翁

本

〉

串
ｋ

ｙ

隷

丸
】
操
業

【
７８
福
寿
九
】
続
航
中
４
口

朝
清
水
着
予
定

【
海
祥
丸
】
調
査
中

【
興
隆
丸
】
操
業
中

〈
長

島

〉

等
蝶

躾

艶

絲

入
れ
ず
東
寄
り
に

【
Ｈ
勇
喜
九
】
沖
出

し
中
【
５
裕
幸
丸
】操
業
中
【
雄
誠
丸
】
操

業
中
【
光
栄
九
】調
査
中
奎

一幸
丸
】
エ
サ

終
わ
り
明
日
売
り
勝
浦
に
入
る
【新
宝

丸
】
ナ
ギ
よ
く
調
査
中
【
１８
清
福
丸
】
調

査
中

【
ｌ
仙
昌
丸
】
沖
寄
り
に
続
航
中

【
堀
栄
九
】
沖
出
し
中

囲
団
田
Ш

面
∝

「
日
訥
脚

商
船
高
専
　
中
学
生
が
講

座

体

験
」

の

記

事

で
、

「水
野
逸
夫
教
諭
」
と
あ

る
の
は
「水
野
逸
夫
教
授
」

の
誤
り
で
し
た
。
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・
・　

　

‥
〓

お胃合わせ :クモイモータース 津市芸濃町椋本5038‐ l te 059‐ 265-213フ




